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２月 あなたの予定表 

日 曜 役員会・委員会他 環研集荷(ブロック長) 協 組 集 荷 メ   モ 

１ 金     

２ 土 訓練校技能照査実技   城南連合支部新年会 

３ 日     

４ 月 監事会、広報委員会 大田支部 城東支部  

５ 火 環境委員会  城北支部  

６ 水 正副理事長会、理事会 品川支部・大田支部 中央支部  

７ 木   世田谷・目黒地区  

８ 金  城南支部 葛飾支部  

９ 土     

10 日     

11 月     

12 火 訓練校技能照査学科 城西支部 足立支部  

13 水  城西支部・城北支部 西部支部  

14 木     

15 金  中央支部・本所支部 葛飾支部  

16 土     

17 日     

18 月   品川地区  

19 火  向島支部 向島支部  

20 水   本所支部  

21 木  西部支部 蒲田・大森地区  

22 金  城東支部・葛飾支部 葛飾支部  

23 土     

24 日     

25 月   蒲田・大森地区  

26 火  葛飾支部 城西支部  

27 水     

28 木  足立支部   

 



 関東めっき健康保険組合 

                              ℡  0 3 - 3 8 1 3 - 5 9 1 6 

                              

 

健康づくりはウォーキングから 
 

 いちばん身近で安全性の高い運動、ウォーキングで日頃からの健康  

づくりをはじめてみませんか。無理せず続けることでさまざまな効果が

期待できます。  

        

  ・脳の活性化 → 足の筋肉は脳の神経と連動しており、これらの筋肉を使うこと   

           により、脳は活性化され、覚醒を促し、ボケ防止にも  

             つながります。 

  ・筋力アップ → 下半身を強化し、腰痛を予防します。 

  ・骨粗鬆症の予防 → 造骨細胞を活性化させ、骨を丈夫にします。 

  ・生活習慣病予防 → 高血圧・高脂血症・糖尿病・心臓病などの予防・改善をし、 

                       また、血管の緊張を緩め、肩凝りが解消されます。 

 

            

                                     生活習慣病予防・改善の必要がある人が 

                                    運動を始めるには、ご自身が安全で楽しく 

                                    できる身体状況であるか知っておくことが 

                                    大切です。年に１回は健康診断を受けて                        

                                    チェックし、場合によっては強度を下げたり、  

                                    中止する勇気も大切です。  

 

    

    

    健康保険組合では、春と秋の年２回ホリデーウォーキングを開催しています。 

  ウォーキングに参加して歩くきっかけをつくってみてはいかがですか。 

   春のウォーキングにつきましては、機関紙「めっきけんぽ」３月号で詳しくお知 

  らせする予定でおります。 

 

 



／年／頭／挨／拶／ 

 

 

光と影 今、新たな決意で 
 

 

東京都鍍金工業組合 

東京鍍金公害防止協同組合 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

 組合員の皆様には、この新しい年を、新たな抱負と大きな期待をもって、お迎えのことと、心よ

りお慶び申し上げます。私も、心新たな思いをもちつつも、昨年、当業界を取り巻く環境が極めて

厳しいものがありましたので、身の引き締まる気持と、一種の緊張感をもって、新年を迎えました。 

 我が国経済は個人消費の低迷が続き、民間設備投資が減少するなど、内外需ともに落ち込みつつ

ある中、株価が最安値を更新し、完全失業率が５％台になるなど、まさに、経済が萎縮するデフレ

スパイラルの過程に入りつつあり、特に、中小企業におきましては、景気の悪化度合が激しく、景

況は、一段と厳しさを増しています。政府は、不況脱出を図るべく、様々な構造改革を断行しよう

と試みましたが、目に見える成果が今だ無く、政府への失望感も出始めました。 

 私達、めっき業界においても、様々な出来事に直面。不況下において、依然受注の困難による転

廃業が高水準で推移するなど、厳しい経営状況が続いています。この最大の要因は、工場集積地の

空洞化や技術・技能の継承難といった現象によって、技術力をもったモノづくりの基盤が崩れ、危

機的状況にあるからであると言われています。 

 また、環境問題への対応では、昨年来、業界最大の課題である環境省の「ほう素」「ふっ素」「硝

酸性窒素及び亜硝酸性窒素」につきまして、私達は、組合員皆様のご支援のもとに、精力的に関係

方面へ要請活動を展開。その活動が実り、３年間の暫定規制値が設定されました。 

 東京都環境確保条例につきましては、ＰＲＴＲ法の制定を踏まえ、従業員規模、届出事項、情報

開示に係る問題について、東京都に強く要望。とりわけ本条例施行に当たっての運用面について、

現在、鋭意東京都と話し合いを進めているところです。 

 土壌汚染対策については、国や都の規制等の動きに、組合として、関係方面への働きかけを行う

と共にその対応を検討しています。 

 “光と影”とかく影の印象が強かった昨年。新しい年は、私達の取り巻く環境に、どのような変

化を見せるのでしょうか。先行き不透明な時代を迎えましたが、私達は、創意と工夫、自助努力を

する中で、前途ほのぼのとした光に向かって、確固たる道を切り拓いていかなければなりません。 

 私は、今、組合の直面する重要課題、即ち環境問題、人材育成、技術開発、情報化推進等に、積

極・果敢に取り組むと共に、組合運営に際しては、“初心に返って事に当たること”が、極めて重要

であると考えています。 

 今後、執行部一同、組合活動に全力で邁進して参りますので、組合員の皆様にはなお一層のご支

援ご協力をお願い申し上げます。 

 年頭にあたり組合員の皆様及び関係者の皆様のご健勝、ご発展を心よりご析念申し上げ新年のご

挨拶といたします。 

理事長 大村功作 

  



 

謹賀新年 葛飾支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年頭所感＞ 

葛飾支部長 神谷博行 

 明けましておめでとうございます。 

 昨年５月から支部長になり、めっき業界の現状を支部員の皆さ

んに、分かりやすく説明の出来る支部長を目指し、Ａ４一枚の支

部長だよりを５回程書き、評判もまあまあでした。依然回復の兆

しのない経済情勢の中では、支部員の皆さんも今一つ元気があり

ませんが、フッ素、ホウ素の暫定基準が組合本 

部の力でほぼ納得出来る規制値になっ

たことが良かった事の一つではないか

と思います。 

 東京都環境確保条例がどの程度の 

報告で済むかが心配ですが、今後も 

三役一同で支部員の為になる支部事 

業を行っていきたいと思います。 

 昨年製作した御輿です。景気が回復

して喜んで皆さんとかついでみたいで

すね。 

（おゆずりします原価にて） 



 

謹賀新年 城西支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)小林鍍金工場 

(株)田中鍍金工場 

清水鍍金工業 

(有)しのぶ鍍金工業 

日新電化(株) 

(株)佐藤鍍金工業所 

旭鍍金工業(株) 

(有)二幸鍍金工業所 

(株)青木メタル 

(株)旭電化研究所 

(有)成増メッキ工業所 

(株)シルベニア 

日本ニュークローム(株) 

光鍍金工業(株) 

(有)井上プレイティング 

(株)産究化学工業 

共栄鍍金工業(株) 

(有)大村鍍金工業所 

(株)日本エムケー 

(有)清水鍍金工場 

(株)瑞 光 

(有)高野鍍金工業所 

(有)藤野鍍金工場 

(有)高橋鍍金工業所 

(有)山本メッキ工業所 

(有)元井鍍金工場 

高松電鍍工業(株) 

藤岡鍍研工業(株) 

(有)東研電化工業所 

(株)千 早 

(有)正栄工業 

菊地鍍金工業 

(株)協 和 

(株)エスケイエス 

(株)清化学 

飯島鍍金工業(有) 

(株)加藤鍍金工場 

(資)渡辺鍍金研究所 

三共鍍金(株) 

(有)青光メッキ工業所 

(株)ジンカートセンター 

和光鍍金(有) 

(有)山 紅 

小豆沢技研工業(株) 

(有)板橋鍍金工業所 

武苅鍍金(株) 

(有)柏村防錆研究所 

日硬クローム工業(株) 

高橋メッキ工業(有) 

日本システムプレイティ

ング(株) 

協青メッキ工業所 

市村鍍研工業所 

(有)三 和 

(有)協栄電化工業所 

(有)常盤鍍金工業所 

第一化学工業(株) 

(株)コーケン 

(有)岩本メッキ 

 



 

謹賀新年 城東支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川金属工業(有) 

日本カニゼン(株) 

(株)佐竹製作所 

木下電化工業（株) 

(有)三協電化工業 

(有)前野メッキ工業所 

斎藤メッキ工業所 

朝日電化(株) 

(株)クラウン電研 

(株)田島製作所 

(有)松尾メッキ工業所 

小石田鍍金工業(株) 

(株)高 勢 

(有)石橋化工 

(有)岡崎鍍金 

(有)硬盛クローム工業所 

(株)フナボリ 

 

東栄パース（株) 

(有)加藤鍍金工業 

仲俣鍍金 

(有)斎藤電化工業所 

菅野鍍金(株) 

八幡鍍金工業(株) 

嶋村鍍金工業(株) 

(有)アド・クリエーショ

ン 

信栄鍍金（株) 

(有)羽島電化工業所 

(有)稲岡クローム工業所 

(株)小島鍍金工業所 

(資)西田電鍍工場 

(有)いわき製作所 

関東鍍金工業(株) 

(有)滝沢鍍金工業所 

 

(株)湯沢亜鉛鍍金工業所 

中山電機製作所 

(有)小林鍍金工業所 

(資)明正鍍金工業所 

(株)斎藤鍍金電化 

(資)立原鍍金工業所 

(株)京葉鍍金工業所 

昭和電化工業(株) 

木根川鍍金(有) 

(有)芹川鍍金工業所 

(有)長谷川鍍金工業所 

江戸川電鍍 

(有)鈴木鍍金工場 

(有)朝日鍍金工場 

(株)大 岩 

伸化学工業(有) 

(株)ハヤノ 



 

謹賀新年 向島支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有害化学物質の土壌汚染 

向島支部長  池田敏則 

 

 都環境確保条例の施行に伴い、土壌汚染が問題となってきま

した。廃業した組合員はこう言います。 

 先代から受け継いだ家業、50年以上クロムめっきをやってい

る工場である。めっき液の地下浸透がどのくらい進んでいるか

見当がつかない。補修工事をしたりして対策は講じてきたが、

廃業すると土壌の調査が、10月１日より義務化された。土地を

売却して会社を解散しようとしても、土地価格の下落も影響して、今の状態では、廃業し

ようとしても廃業出来ない。自己破産の道しかない。景気低迷と規制の追い討ちが我々を

窮地に追い込むことを行政は十分に認識しているのであろうか。規制以前の標語に「悪い

水、ためて、うすめて、少しづつ」とある。何ｐｐｍもない。規制の変化と産業構造の変

化で、 130 から現在 55 社と、激減した。どうなる中小零細企業、生き残るため必死に頑

張ろう。健康に留意して。 



 

謹賀新年 城南支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（城南支部忘年会 12月５日） 



 

 

＜新春雑感＞ 

謹賀新年 城北支部一同 
 

 

城北支部長 篠根 健一 

☆こんな時代に癒しも大切！ 

 近くのミュージックショップにＣＤを買いに行った。目的のＣ

Ｄを探している内に癒し系音楽のコーナーが目に入る。目的のＣ

Ｄの購入も忘れ、いつの間にか一枚の癒し系ミュージックＣＤ“ｆ

ｅｅｌ”と言うアルバムを購入していた。また翌月ミュージック

ショップに行くと癒し系音楽コーナーは倍のスペースに拡大されていた。また一枚“ピー

スフル”と言うＣＤを購入していた。お店の人に「癒し系のＣＤ売れているのですか」と

聞くと、店員さんは「お客さんの年代の人が良く購入されるんです」と返事が返って来る。

お客さんの年代の人と言うのが胸に“グサ ”っとする。こんな時代だからみんな疲れて

いるのか…？一杯飲んで部屋に戻りスピーカーを鳴らす。快い音の響きに心がほどけてゆ

く。こんな時代だからこそ心の癒しも大切なのかも知れない…？ 

 ＣＤラックに癒し系のＣＤがまた一枚増える。最近ミュージックショップに若い人の姿

が減っている。携帯電話の経費のためとか、レンタルＣＤ、ＩＴの進歩とか理由は色々あ

るのだろうが、明らかにＣＤ離れは進んでいるように感じる。一時「めっき離れ」と言う

言葉を耳にした時期があった。混迷深い時代でも「めっき離れ」などと言う言葉の環境を

作らないよう、ゆめゆめその努力を惜しんではならないと新年の誓いを新たにした。 

☆今年も頑張る！ 

  週一回女性４～５人と陶芸をする機会がある。その時に何時も感じる。最近の中年女性

はほんとうに元気だ！昨日はパッチワーク、今日は陶芸、明日は３Ｂ体操、料理教室と行

った具合、彼女らのエネルギーには舌を巻く。「そのバイタリティーはどこから」と聞くと、

異口同音に「家事もしっかりやってきたし、子育ても終えたし、これからが私達の時間、

その時間を無駄にしたくない」との事。鼻息は荒い。最近は洗濯機は洗濯から乾燥まで、

食器洗い機、電子レンジ、冷凍食品等々、近代的な援軍が多くある。男は一日のほとんど

を仕事に明け暮れる。女性に比べてはるかに自由時間が乏しい…宿命と言ってしまえばそ

れまでだが…ちょっと悔しい…いや正直言って大分悔しい…！男だってその気になれば負

けてはいない。我が家の大黒柱は俺なのだから…だから今年も頑張る！ 



 

謹賀新年 西部支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

謹賀新年 足立支部 

 

(あだち地場工業製品フェア／13.7.13～14 足立支部展示品) 

足立工業(株) 

㈲ミドリ鍍金化学工業所 

(有)小島鍍金工業所 

常芳鍍金工業(株) 

(有)内山鍍金工業所 

(有)水藤電鍍工業 

硬栄鍍金工業(株) 

(有)トヨダ電鍍 

(有)金子メッキ 

小林ゴールド工業(株) 

城北電鍍工業社 

横山電解研磨(株) 

(有)高橋鍍金工業所 

(有)豊田鍍金工業所 

(有)豊光鍍金 

(株)梅田鍍金工業所 

(有)坪井鍍金工業 

(有)笹本鍍金工業所 

(有)最上化工 

(有)大出電鍍工業所 

(有)磯村鍍金工業所 

大羽化学(有) 

(有)大成化学工業所 

(有)縄田鍍金工業所 

(有)水谷鍍金工業所 

本郷鍍金工業(株) 

セテック(株) 

長圓(株) 

(資)橋本鍍金工場 

(株)小澤鍍金工業 

梶山鍍研工業所 

(有)協栄鍍金工業所 

(有)小室鍍金工業所 

石川鍍金(株) 

(株)八神化学工業所 

(有)瀬古鍍金工業所 

国光鍍金工業所 

渡辺鍍金工業所 

(有)小台鍍金工業所 

硬化クローム工業(株) 

(株)サカガミ 

(株)仁木鍍研工業所 

鈴木鍍金工業(株) 

江北鍍金(有) 



 

謹賀新年 大田支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

謹賀新年 中央支部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年頭所感＞                  

                中央支部長 下平 誠 

 明けましておめでとうございます。 

 昨年はアメリカで同時多発テロが起き貿易センタービルの破壊な

ど世界的大惨事がありました。また、経済情勢についても経済評論

家は、今年の日本はもっと厳しくなるではないかと予測しています。

ここ数年バブルが弾けてから、めっき業界は非常に厳しい日々が続

いていますが、さらに環境問題等が加わり、我々の経営環境はより厳しく難しい時代に入

って来たと思います。 

 マスコミ報道では毎日のようにリストラという言葉がない日はないくらいで、日本全体、

会社経営の厳しさと難しさ、企業としての生き残りをかけて大企業も日本から出て外貨を

稼ぎ、会社の存続をかけています。我々も会社経営の在り方を色々模索し生き残りをかけ

ていますが、日本全体が構造改革の波とともに、めっき業界も変わりつつあるのは事実だ

と思います。仕事量でいくのか、単価優先でいくのか、各事業所のスタイルは違うにして

も、仕事をし売上高を上げなければならないのが現実です。 

  さて、徳川吉宗が大岡越前とコンビを組み、亨保の改革をしたことは有名な話ですが今

日で言えば減給かリストラの断行だと思います。現在仕事を選ぶということの難しさはあ

るにしても、財政の建て直し、あるいは会社を盛り上げていく難しさは、今も昔も変わら

ない事だと思います。１日も速く新しい時代に向けてこの難局を乗り切っていくことが出

来ますよう願っております。 



 

謹賀新年 品川支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(有)二幸精鍍研究所 

山田鍍金工業(株) 

(株)三 正 

(有)八幡精鍍工業所 

(有)市徳鍍金工業所 

(資)阿部鍍金工業所 

美水彩金(有) 

(有)野田鍍金工業所 

旭型工業所 

(有)蔵王電化工業所 

(有)慶昌鍍金工場 

小倉鍍金工業(株) 

(株)大槻メッキ 

(有)千歳鍍金工場 

(株)綱島鍍金工場 

渥實鍍金工業(株) 

(有)光電鍍工業所 

藤田鍍金工業(株) 

明盛鍍金工業(株) 

(有)松井鍍金工場 

戸越メッキ工業(株) 

(有)石坂鍍金工業社 

(有)浅川鍍金工業所 

(有)植木電工業 

(有)佐藤鍍金工業所 

菊地クローム工業所 

(有)神明鍍金工業所 

(有)山形鍍金工場 

(有)向後鍍金工業所 

(株)井上電鍍金工場 

琴平工業(株) 

晃信精密機械(株) 

(株)金属被膜研究所 

(有)沼沢メッキ工場 

(有)太陽鍍金工業所 

(株)三ツ矢 五反田工場 

(有)不二電化鍍金工業所 

(有)半井鍍金工業所 

(有)小島鍍金工業所 

(有)伊豆鍍金工業所 

(有)伊藤金属工業所 

(有)佐藤硬質鍍金工業所 

金剛ブロンズ工業(株) 

鈴木鍍金工場 



 

謹賀新年 本所支部 

 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

組合の一致団結を 
 

常任理事 半田 實 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

 平成 14年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

 世界の政治経済が、ますますグローバル化すると共に、日本にも独自性、自主性が求め

られ、個人にも｢個」の意識が要求されるようになりました。 

 中国のＷＴＯ加入を契機に、アジア地区の自由貿易協定が強く要望される中、安価な中

国からの物資に追われ、日本国内の製造コストの低減により、国内製造業は大変な時代と

なりました。 

 昨年は、大企業のリストラ等に伴い、失業率の増加となり、私達業界においては、大不

況と同時に国内産業の空洞化が進み、基幹産業が全滅に近い状態となっております｡特に、

日本から中国に産業基盤が移り、めっき業界にとっても､深刻な問題として受けとめなけれ

ばなりません。 

 しかし、このような時代こそ、組合員一丸となって、技術開発、環境対策､ホウ素、フッ

素の排水規制問題をクリヤーし、勉強､努力が必要ではないでしょうか。 

 昨年末、常任理事の梅本喜四郎氏の音頭により、始めての常任理事のみの会合を開き、

お互いの意見交換を持ちました｡その中で、常任理事とは何か、という意見が出されました。 

 私の支部は、西部支部に属しますが、私の意見として、組合本部理事会の時に、何故、

常任理事、支部長、副支部長の３名もの理事が出席しなければいけないのか、常任理事を

支部長が兼務すれば、各支部に戻っても、会合の内容報告が出来ると、発言させて頂きま

した。組合員の減少する中、これからは各支部の合併、統合ということが出てくると思い

ます。本部役員もスリム化しましょう。将来の明るい展望を、期待するため、各企業と業

界が、一致団結し、この厳しい時期を乗り切るしかありません。 

 最後に、組合員皆様の事業のご発展と益々のご健勝を祈念致しましてご挨拶とさせて頂

きます。 

(有)半田鍍金工業所 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

日本の技術を生かして 
 

            城西支部長 元井 民夫 

 

  新年明けましておめでとうございます。 

 私は昨年５月に支部長に就任いたしまして、無我夢中でしたが、任務をここまで果た

すことが出来ましたことは、ひとえに組合に対する皆様のご理解とご支援、お力添えの

御蔭だと心より感謝し厚く御礼申し上げます。 

 さて、昨年は景気が後退するばかりの１年でした。金融政策の効果は極めて大きいは

ずなのに、今回はこれほどまでに利下げを実施したにもかかわらず景気刺激には役立た

なかったのでしょうか。普通世論では９～12カ月後に効果が出始めるといわれています

が、結果的には日本のデフレ不況は益々悪化の相を深めています。そうした中で政府の

景気対策を求める声は日増しに大きくなっておりますが、政府の取り得る政策余地は限

られているのではないでしょうか。今までの日本は「物作りの国」といわれて、製造業

が経済を支えていると信じられてきましたが、現在の日本人の人件費、インフレコスト

などを考えますと中国が世界の工場になる確率は極めて高くなりつつあると思います。

ソニーの会長が仮に日本人の賃金がただになっても単純な組立産業は中国にはかなわな

いと申しています。しかし自動車、電子部品など高度な精密を必要とする分野では依然

日本の企業を抜くことはできないと思います。また最近のＩＰＯ企業には技術力に優れ

る企業も多く見られます。このようにまだまだ日本は付加価値の高い分野では当然世界

競争に勝てると思います。しかしその反面価格面では、中国などに太刀打ちできない分

野が増大しているのは間違いありません。日本経済を再生するためには、官頼みから脱

却し民間企業の活力を取り戻すしかないと思います。日本のリストラ策は、米国企業に

比べるとスピード感に欠け収益改善には役立っていません。それでも日本の失業率は

５％を越え最悪の状態になっています。また、これにアメリカのテロ事件が加わりダブ

ルパンチの企業が少なくはありません。 

 日本の技術を生かす産業がよくならない限り日本の景気は向上しません。なんとか力

を合わせ、不況を切り抜け好景気になることを望みたいものです。我々めっき業界にお

いては環境、土壌問題などが益々厳しくなり、大変な時代を迎えていますが、何卒皆様

のご協力をお願いします。最後に皆様のご健勝をお祈りいたしましてご挨拶とさせて頂

きます。 

(有)元井鍍金工場 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

強力な支部事業活動を 
 

                          大田支部長 志田和陽 

 

  新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んでご祝詞を申し上げます。 

平成 14 年壬午の年が皆様にとりまして素晴らしい年となりますよう心よりお祈りさせ

て頂きます。 

  旧年を振り返りますと、国の内外を問わずに政治、経済、社会からスポーツに至るま

で 10大ニュースでは、到底足りないくらいの事が数多く頻繁に発生しました。明るい話

題の事柄も多くあったのですが、何故か暗い事件ばかり記憶に残ってしまいます。 

  国際化がどんどんと進展する中で世界のどの地域で起きたどの分野の事も善し悪しに

関わらず多少の差があっても必ず我が国にも影響します。年が改まれば総てが解決する

とは思いませんが、良い方に向かって貰いたいものです。そして、昨年の我々業界内を

見ましても一部を除く多くの企業が長引く不況、金融不安、企業の国際化による産業構

造の変化からくる受注減、売上減により非常に深刻な状況が続いているようです。当支

部(弊社を含む)でも事情は同じで賢明な判断力と努力を惜しまない精神で時代の変化に

対応できるタフな企業体質を創らなくては会社の事業継続は難しいかも知れません。 

 今年は出来る限りの力で頑張れば必ず良い結果が出ると信じて仕事に励むことが私の

課題であり抱負です。また、支部と致しましてもより一層の結束力を以ってこの不景気

に対処して行きたいと思います。会社、家族、従業員は大切です。何事も御家大事。そ

れらを守るためにも今年は、工業組合の基本趣旨である「相互扶助の精神に基づき経済

活動の機会を確保し経済的地位の向上を図る」を目的に支部の皆様を応援出来るサポー

ト組織としての事業活動を強力に展開して行きたい所存です。一人一人が一生懸命で全

員が智恵を出し合って協力し合えばこんな力強いことないですね。 

  本年も大田支部を宜しくお願い致します。           平成 14年 元旦  

(有)大森広尾鍍金工場  

 



 

＜年頭所感＞ 

 

役立つ事業活動を 
 

 

                連合青年部会会長 溝口 昌範 

 

  新年明けましておめでとうございます。 

  昨年は世界的に、未曾有の大事件、大不況に見舞われ、日本列島全体、先の見えない

閉塞感の中、１年が過ぎていったように思います。 

 組合員の皆様にも、今年こそは、という思いは特に強くお持ちであると思います。 

 さて、そんな厳しい状況の折、皆様の会社運営をサポートするべく鍍金工業組合の中

で、連合青年部会という会はどんな活動をしているかという点をご紹介したいと思いま

す。 

まず御存知の通り、東京都鍍金工業組合には 12 支部あり、その内の西部、足立、向

島、城北、城南、城西の６支部の青年部会のそれぞれ担当幹事(主に各青年部会の会長)

が集まり、連合青年部会を運営しております。実際の活動としましては、納涼会などの

機会で、６支部青年部会会員同士の親睦を図り、さまざまな情報交換の場を作ること。

また、勉強会などで、若手経営者の皆様のお役に立てるような講演会などを行う。今期

は９月に「事業継承について」を行い、１月に「助成金セミナー」を行う予定です。２

月には、昨年より恒例となった、材料組合の青年部である「つくし会」との交流会を予

定しております。３月には６支部青年部会会員の家族も含めた、これまた恒例のボウリ

ング大会があります。 

 以上のような活動を通じ、各支部青年部会同士の交流が潤滑に行えるよう。また、全

会員の皆様が各々、事業運営の上で役立つ情報を提供することなどを目的としておりま

す。 

 今年もまた、昨年同様、厳しい状況に変わりないと思いますが、各青年部会、力を合

わせて乗り越えてゆきたいと思います。また、今年は合同の工場見学も予定しておりま

す。皆様、今年も１年、連合青年部会の活動に、ご理解、ご協力を賜わりますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 最後になりますが、組合員の皆様、青年部会員の皆様の御多幸と御健勝を祈念申し上

げまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。 

㈱旭電化研究所 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

効率化を目指し 
 

城東支部青年部会会長 遠藤典夫 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

 謹んで新春のご挨拶を申し上げます。 

 近年、日本ではこれほどまで長引く景気の低迷があったでしょうか。暗中模索の中、私

たちは今年も長いトンネルを突き進まなければなりません。 

 昨年は小泉内閣が発足し、構造改革、金融再生など打開策が打ち出されましたが、一向

に回復の兆しが見えてきません。むしろ経済危機が拡大したかにも見える状況です。 

 時代は恐ろしいほど早く進行するものです。企業は時代の波に乗れないほど衰退を予期

され、新たなる局面に身を打ちださなければいけません。私たち業界は新たな環境問題に

直面しつつあり、これを避けることはできません。 

 地域社会の環境問題、六価クロム排出規制などさまざまな規制があり、大変苦しい状況

におかれています。近い将来、東京には工場がなくなる日が来るかもしれません。 

 ２１世紀はＩＴ文化の先駆です。そして今年は日韓ワールドカップ開催。多少の経済効

果があるのでしょうか。とにかく、今年こそは、めっき業界の経済環境を、発展の活路を

見出す年にしなければいけません。そのためには、あらゆる面での「効率化」が重視され

てきます。 

  労働時間の 

  事業内容の   効率化及び合理化 

  運搬作業の 

 ２１世紀を切り開いていくためには効率化社会を目指さなければいけません。 

 先頃、ガソリンに代わって自動車も水素ガスを燃料にし、排気ガスのないクリーンな地

球にやさしい車を実現しつつあり、効率を重視した車といえるでしょう。そして、現在、

スモール・イズ・ビューティフル、「小さいことはよいことだ」小型化・軽量化し、いわば

これも効率といえるでしょう。製品とは改良に改良を重ねて初めて商品化するものです。

「ローマは１日にして成らず」、私たちめっき業界も、長年の創意や工夫により積み上げて

きた何かを、今こそ発揮する時が来たようです。 

 私たち城東青年部会は常に新しい動きに関心を持ち、技術を磨き、体力を養う場として

活動しています。 

 城東青年部会は昭和 62年発足以来、年々会員数が減り、これは社会問題として、少子高

齢化が進み、身近な私たちにも押し寄せてきているのです。地球のサイクルは、生まれて

そして死んで行くの繰り返しなのです。私たち組織も新しい風、新しい息吹が必要になっ

てきているのです。それに対し、私たちは順応性を持ち、これからはさらに多くの若手経

営者・後継者に呼びかけ業界発展の推進力として活動していきたいと思っています。 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

プラス指向で明るい年に 
 

城南連合支部青年部会会長 坂手保弘 

 

新年明けましておめでとうございます。 

気分も新たに今年を皆様とともに良い年にして行きましょう。 

さて昨年、二十一世紀最初の年を振りかえりますと、この業界にとってあまり良い

年ではありませんでした。小泉内閣の行政改革の期待に遅々として進まないそのスケ

ジュール。IT分野を中心にした輸出の低下とそれに伴う生産活動の落ち込み。中国製

品の脅威。9月 11日に発生した同時多発テロ。など、数え上げたらきりがありません。 

昨年、城南連合支部（城南、品川、大田）青年部では、毎年恒例で行っていた工場

見学会を取りやめ、講演会を企画開催致しました。「ちょっと仕事から離れ心が豊かに

なるひととき」という題目で、テレビ番組「開運！なんでも鑑定団」ティントイ（ブ

リキのおもちゃ）でおなじみの北原照久さんをお招きして講演していただきました。

ふだん、私たちを取り巻く環境とはまったく違う価値観に触れることで何か新しいも

のが発見できないかということを企画したわけです。 

この講演の中で、「どんな窮地のときでも必ず活路はある。プラス発想でことに望め

ば、必ず物事の良い循環がおきる。」と、くり返し北原さんはお話されていました。一

時間半たっぷり汗をかきながらの講演に圧倒され、あり余るパワーも北原さんがここ

まで成功できた要因だと実感しました。 

景気の悪い顔には、景気の悪い話しか出てきません。プラス指向で明るい年にしま

しょう。 

昨年は二名の新人を迎え、今年も一名以上の入会が期待できます。活発な意見交換

や活動の中からあらたな発想も生まれてくると思います。 

これからも、青年部の活動にお力添えをくださいますようお願い申し上げます。 

最後に、陰ながらいつも応援してくださる OB 会員の方にこの場を借りてお礼を述

べさせていただき新年の挨拶とさせていただきます。 

㈱トーテック 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

「魔法の薬」 
 

                   若葉会会長 深田 稔 

 

 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

 昨年は、予想だにもせぬ暗い悲しい出来事が多く、振返ってみましても、明るく楽し

い事はあまり見つかりません。この先どうやって乗り切って行くか、具体的な事は正直

申し上げましてわかりませんが、現実を直視しつつも確固たる意志とポリシーが欠如し

ては返って後退してしまいます。 

 人の心や心理は経済活動や病までも左右します。つまり、我々が携わっている全ての

環境は生き物と同様であるという事で、それらを変化させられるのは結局我々自身なの

です。株価なども業績を必ずしも反映しているとは言いがたく、やはり人の心が大きく

関与しています。 

 病は気からと申しますが、プラセボ効果という医学用語を耳にした事があるでしよう

か？私は以前、医薬品の営業をしておりまして、抗がん剤から精神安定剤まで取り扱っ

ておりました。精神安定剤は副作用として筋弛緩や眠くなる事がありますが、眠くなら

ない薬品を処方する際、ドクターが「これを飲むと眠くなります。」というと殆どの患者

さんは眠くなります。また、風邪をひいた時「これを飲めばいつも絶対直る」と確信し

飲むと完治する事が多々あります。 

 つまり、自己暗示をかけることにより自己治癒能力が高められたり、予想外の結果が

発生したりします。これは医学的に証明認識されている事です。 

 いかなる際もまずは、自分自身の意志を強く持つ事が最良の道への第一歩ではないで

しょうか？そしてそれが「魔法の薬」となる事と思います。 

 

  さて、若葉会も会員数が減少し、運営が困難になって来た時期に、無能な私が会長に

就任してしまったので、会員に「柱」という言葉の語源は、端というのが正しく、柱の

「ら」は君等、僕等の「ら」つまり複数を意味します。つまり、柱は１本では存在しえ

ないものなのです。大黒柱もまさに何本の端に支えられている１本の端にしか過ぎない

ので、歴代の会長の時より積極的に参加し、支えて欲しいとお願いしましたので、会長

としても精一杯会の運営に尽力したいと思います。 

深中メッキ工業㈱ 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

従来型から次世代型へ 

 

西部支部青年部・五月会会長 柴  太 

 

新年明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、益々御活躍の事とお慶び申し上げます。 

 ここ数年に及ぶ社会情勢の不安、経済不況、景気低迷と暗いニュースがリンクして

おりますが、昨年は特に国内の空洞化が目立ちました。  

 私達青年部では、今年度は昨年に引き続き「従来型から次世代型」をテ－マに活動

して行く予定ですが、例えば、大量生産をメインとした従来型から付加価値のある多

品種少量タイプの次世代型へと時代にさきがけた発想の転換を考えております。従来

５人で行っていた作業を初めから終わりまで１人で行ういわゆる「一人屋台」という

発想です。 

 今年は昨年以上に「変化とスピードそして変革」の時代で有り、その速度は従来と

は比較にならないほど速く、また、激しく苦るしい時代だと思います。そこで、「従来

型から次世代型」への経営理念、技術革新、構造改革等を考え、過去の長所・短所を

見極め、再度足元を固めながら今、自分達が出きる事は何かを考えて行きたいと思い

ます。私達青達年部は、新しい年の幕開けにあたり、若い力を再編成し、目標達成に

向かって進んで行たいと思います。 

以上皆様のご指導、ご協力を賜り、益々の発展を願いまして新年のご挨拶とさせて頂

きます。 

 

 



 

＜年頭所感＞ 

 

～時代の変わり目～ 

 

十日会会長 仲俣 雅行 

 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

昨年は、不況の中にあって、さらに不況色の強い１年でありました。国内企業の中

国進出による技術の流出、その結果としての国内産業の空洞化現象。また、環境や土

壌に対する必要以上の法規制等の影響により廃業せざるを得ない企業が、後を絶たな

いのが現状であります。 

しかし、見方を変えれば 20世紀が大量生産を中心とした『物』が中心の時代だった

のに対し、これからは『人』や『知恵』が中心への時代と変わる通過点が今なのでは

ないでしょうか。我々、めっき業に当てはめるならば、人と人、人とめっき液、また

は人と機械など、それぞれのケースに当てはまる知恵やコミュニケーションをますま

す活発にすることが、今後生き残っていく道ではないかと思います。 

また、10年後には日本の製造業は国内産業の 10％になるなどと言われておりますが、

資源を持たない国が達成できる数字とは到底思えませんし、逆に 10年後には現在の倍

にする位のことを政府には期待したいと思います。 

我々、十日会におきましては当会の基本スタンス（司会する・討論する・協力する）

を基盤に、めっき業がめっき業であるための例会を中心に、今年１年活動していく所

存でございますのでよろしくお願い致します。 

 本年が皆様にとって素晴らしい１年であることをお祈り申し上げます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 



 

 

東京のものづくりに思う 
 

㈱ヒキフネ 

石川 進造 

 

（急変する時代の背景） 

２００１年に起こった一連の波乱は、世界の歴史に新しいページを書き加えました。この衝撃的な事件が、世界に与えた影響

は悪いことばかりではなく、事件の歴史的な背景について、深い反省がなされるに違いありません。 

さて、日本においては加速する産業の海外移転と、深まる国内の不況はとどまることを知りません。低い製造コストを求めて

産業が海外移転をするのは、過去の歴史でもたびたび見られることです。しかし、中国一国の消長が全世界に波及するというよ

うなことは、過去にその例を見ません。 

 

恐ろしい速さで、中国に技術移転・生産拠点の移動が行われているのは、厳しい国際競争に生き残るためといわれておりま

す。資本や技術・設備はグローバル化という錦の御旗のもとに、容易に国境を越える事が出来ますが、大多数の生身の人間は海

を越えることは不可能なのです。そして大多数の人は日本で生きなければならないのです。 

かつての日本の製造業は、フルセット型の産業構造でした。それをアジア圏の国々 と国際分業をするという幻想がありまし

たが、今や中国はフルセット型の産業構造になりつつあります。世界中の国々 は、ローテクからハイテクまでの生産拠点を中国

に移し、原料の製造から加工組立まで一貫して担わせ、さらに若くハングリーで、しかも知的レベルの高い人々 に、ソフトウエ

アはもとより研究開発までさせるようになりました。 

（東京のものづくり） 

石原都知事は、この危機的になった「東京のものづくり」に対して、中小企業振興対策審議会に「東京のものづくりはどう

あるべきか」を諮問しております。 平成１３年１０月より始まったこの委員会は、疲弊した東京の中小企業に対して、支援の

具体案を練る目的で「規制緩和検討分科会」「支援策検討分科会」を置き、数名の民間委員と学識経験者・都職員を構成員とし

ております。 

私は規制緩和分科会に所属しているので、国のＰＲＴＲ法と都の環境確保条令に整合性が欠ける点と、さらに環境確保条令

が東京都の中小のめっき業者に、どれほど大きな負担をかけるかを主張してきました。 

 

審議会は、都の産業の実態を把握するために、アンケートとヒヤリングを行い、城東地区と城南地区の経営者、各１０名か

らヒヤリングをしました。ヒヤリングには当組合の役員が城東・城南から一名づつ出席しました。 

ヒヤリングに参加した会社は、規模の大小はあるにせよ元気のある会社が多く、発言の内容を聞く限りでは、不況はどこに

あるのかと耳を疑いました。現在の深刻な不況感が、都の職員に正しく伝わらないのではないかと不安に思うくらいです。どう

も経営者は、公式の場所では、実際とは違う格好よい話をしてしまう事が多いようです。 

（規制の緩和） 

規制緩和について意見を求められたとき、工場等制限法（用途地域による工場の規制・新増設工場に対する面積の制限など）

に対する苦情はいくらかありましたが、公害規制に対する苦情はほとんどありません。「以前はゴミを燃やせたが、今は燃やす

ことができない」などの低レベルの議論しかありません。 

めっき工場にとって公害規制は苦労の種ですが、ほかの業種の工場には公害などの苦労は無いせいか関心もありません。そ

れに比べて、われわれの業界は今までの規制のほかに、さらに人手のかかるＰＲＴＲ法・環境確保条例の届出と土壌汚染防止法・

フッ素ホウ素規制などが加えられるのです。仕事でもたくさんあり、そこそこもうかっていれば、何とかなりますが、今のよう

にひどい不況下では余分な人手はかけられません。 

出席した当組合役員の規制緩和に対する反応には二通りありました。 

（組合役員の陳述した意見） 

役員の一人は、環境確保条令が中小零細めっき工場にとって、どれほど負担をかけ困難な仕事であるか例をひいて説明しま

した。また２１人以上の企業に義務づけられている国のＰＲＴＲ法（政令）と、都の環境確保条令（条令）では、指定物質の種 

 



 

 

類も、指定番号も違うことを指摘し、地方の工場はＰＲＴＲ法１本の届出をすればよいのに、東京都だけ２種類の届出をしなく

てはならない不合理を訴えました。ほかに 21 人以上の企業といっても、営業から経理・各種届出を行えるのは社長しかいない

現状も伝え、せめて、国と都への届出を簡素化し、さらに一本化することを要望しました。 

 

もう一人の役員は「ＰＲＴＲ法・環境確保条例の届出は大したことはない、材料商にやらせればよい」といいました。 

当組合は、都に環境確保条例の緩和を求め陳情など運動を起こしております。また、ＰＲＴＲ法については、全鍍連において

川上副理事長をはじめ、矢部技術顧問ほか諸先生がたのお力を借りて、一年をかけて届出について検討を重ねてきました。しか

も、そのような届出を２本も出すなんて簡単なはずはありません。 

 

この発言で、組合内部でも規制に対する考えが、必ずしも同じでない印象を大勢の都職員に与えてしまいました。公式の場で

の発言には十分注意して欲しいと思います。 

話はかわりますが、組合活動は正義と相互扶助の精神でなりたっていると言っても良いでしょう。問題意識と少し余裕のある

人が組合役員となり、多数の組合員にかわって発言や行動をしています。ですから、役員になる方には、多数の零細な組合員の

立場に立って発言をして欲しいものです。 

（環境確保条令とＰＲＴＲ法の関係） 

たしかに、PRTR法は地球の環境を守る上で、苦しくとも実行しなくてはなりません。私たちは、そのことに反対しているので

はありません。力のある会社はすでにＩＳＯ14000を取得しているので、この届出はたやすい事かもしれません。しかし一般の

中小零細めっき工場にとってはかなり困難なテーマです。 

しかも、環境確保条令は、届出が指定されている物質は国のPRTR法より多く、ＰＲＴＲ法では使用量1トン／年以上の報告義

務に対して、都の環境確保条令の要求は使用量100kg／年以上と10倍も厳しい内容です。さらに、21人以上の工場にはＰＲＴ

Ｒには無い管理方法(取扱法・排出防止法・貯蔵法)の報告義務が課せられております。 

 

わたしは「環境確保条令とＰＲＴＲ法の届出は材料商に頼めば良い」と発言をなさった方は、PRTR法と確保法を2本も報告し

なくてはならない事を、良く理解されていないのだと思います。 

発言の中の「材料商……」については論外です。全鍍連を通じて材料商組合・機材工に要望したＭＳＤＳブック（めっき薬品

のうち、指定物質に該当する薬品のＭＳＤＳを集め一冊の本にしたもの）すら、協力を得ることが難しいのです。まして、材料

商が材料を売りたいがために、届出まで代ってやってくれるはずはありません。材料商も扱い高が減るといった不況で人減らし

をしているのです。 

（東京のものづくりはどうあるべきか） 

主題にもどりますが「ものづくり審議会」で討論しなければならないことは、規制緩和や支援策のようなことではなく、大

きく変わろうとしている日本の将来を見据えた上で、東京で、いや日本の「ものづくり」はどうあるべきかを、振り出しに戻っ

て議論を重ねることだと思います。繰り返しになりますが、受注がたくさんあり、もうけもほどほどにあれば、人手もかけられ

ます。廃業も無くなるでしょう。いまの問題点は仕事が無い事なのです。どうしたら需要が作れるのかを審議することが大切な

のです。 

 

かつて、通産省が国づくりに情熱を燃やし日本の高度成長時代をつくりました。その終焉として円高とバブル、飽くなきマ

ネーゲーム、バブルの破産。その結果、国造りを忘れた官民は、ぶざまにも腐敗堕落を露出しました。そして民間活力（聞こえ

は良いのですが）による景気振興、規制緩和と市場経済化を引きずり出しました。さらに「あるべき姿」を描くことを忘れた構

造改革、これも思わしくない今日、それにかわる民・学・官を集めた思考と牽引力が必要なのです。いま流行りの「骨太」に「日

本のあるべき姿」をデザインし、力強く牽引することが求められているのです。 

 

民間だけの考えでは、即効力を望むために近視眼的になり、長期的な展望には欠けるものがあります。それを補完する意味

で、行政は安全地帯から軸足を離し、誇りを持って自力で「あるべき姿」を求めるべきです。少なくとも学識経験者やコンサル

タントに、丸投げに近い寄りかかりは避けねばなりません。また、学者はいたずらに資料におぼれずに、自分ごとで知恵を吐き

出すべきです。この三者が知恵をたたかわせ、あわてずに時間をかけて「あるべき姿」を探ることです。 

「賢者は歴史に学び、愚者は経験に学ぶ」の格言は、この議論にとって有意義な視点を与えるものと信じます。機会を見て折々

の審議会の報告をいたします。 



 

＜新春理事長対談＞ 

今年の組合運営について 
  昨年はかつてないデフレ経済や構造改革の荒波にもまれて多くの金融機関や製造業が破

綻した。また、産業の空洞化も一段と進み、国内にとどまる中小製造業に暗い影を落とし

ている。今年は少しでも明るい方向へ向かってほしいとの希望も強くなっているが、こう

した社会情勢を背景として、組合員の転廃業も続いており、東京都鍍金工業組合の運営も

厳しい状況が続いている。新春に当たり、大村功作理事長と木村秀利広報委員長が対談、

今年の組合運営について、大村理事長に所信を語って頂いた。 

 

  景況・空洞化問題 

木村委員長 明けましておめでとうござ

います。年頭に当たり、今年の組合運営

について大村理事長の所信を伺いたいと

思います。 

 昨年は、18 年ぶりの株安値で大納会、

失業率は 5.5%の最悪の記録を更新、そう

して国内の空洞化が進み、大手製造業が

中国にどんどん移っている。日本経済は

どうなっているのか、この辺の問題から

お願いします。 

大村理事長 明けましておめでとうござ

います。本年もよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円安は製造業にとってプラス要因だと思

いますが、その他の不況、株安、失業率

の問題は、すべて国内の空洞化がなせる

わざだと思います。空洞化の話は今回で

３回目だという話ですが、これまでの空

洞化と違って今回はより大きな空洞化に

なるのではないかと危惧しています。特

にめっき業界は百％と言っていいほど下

請加工業ですから、親会社、物作りの企

業が海外へ行った場合、大きな穴が開い

てしまうわけで、中途半端なものではあ

りません。先日新聞で、中国へ行った人

達の話を読んだが、東南アジアのあらゆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

る国がみんな中国へ向いている。従って、

中国の一人勝ちになっているのではない

かいう話です。今年は、百聞は一見にし

かず、３月に東京組合として中国、深圳

を中心に見に行きたいと計画をしていま

す。遅きに失する感もありますが、現地

を見れば色々な問題が分かるのでしょう。

ぜひ工場見学をしたいと思っています。 

  昨年９月に米同時多発テロ事件が起き

て、日本では海外渡航を自粛しようとい

う方向になり、航空機もガラ空きという

状態になりましたが、どうも自粛してい

るのは日本ばかりのようで、東南アジア

の人たちはそれほど気にしていないよう

です。ある旅行会社の人の話では、テロ

の現場となった、ニューヨークは大変好

調で、観光ブームも起きている。日本か

ら空いているだろうと思い観劇など予約

しなくとも楽々観られるだろうと気軽に

行った人たちは、現地に着き何も予約も

取れず観られなかったという話です。日

本人は何か事件が起きると直に極端な方

向へ向いて仕舞いがちです。 

 中国経済の現状と見通しにつていは、

全鍍連全国大会で、ジェトロの中国駐在

員の話を聞きましたが、話の善し悪しは

別にして、これまでの流れがみな中国へ

向いているということで、我々が国内に

残って仕事を続けようと思っている人に

とって、製造業が中国へ行かれては困る

わけです。そうした意思表示や、何故中

国なのか、国内で出来ないのかを勉強し

て、人件費だけでなく、トータル的に考

えて貰えるような運動を考えるとともに、

我々も努力していかなければいけないと

思っています。 

 

  公防協組運営  

 木村委員長 不況の影響で、城南処理セ

ンターのシアン集荷量が減っていますが、 

 

 

現状ではとても景気が良くなるとは思え

ませんが、今後の運営についてどのよう

に考えていますか。 

大村理事長 第一にシアン集荷量が減っ

たことは、めっき業の仕事が少なくなり

シアン使用量も少なく廃液も出ないとい

うことで、景気の悪さがはっきりと表れ

た形になっています。今年の見通しにつ

いては人によって見方は異なりますが、

今年は景気は良くならない、１年間じっ

と静かにしているより他にないと見る人、

あるいは暖かくなるとともに徐々に良く

なっていくと見る人もいますが、全く予

想がつきません。公防協組では内部で節

約出来るところは節約して、営業範囲も

めっき業だけでなく、色々な業界にもお

願いしています。既に他業界から相当量

頂いて、それで何とか息をついているの

が現状です。いずれにしても大きな借金

を抱えて修理代、定期メンテナンスに大

きな費用が掛かるので、どうしても今年

は利益を望むところまでは難しいかなと

思います。また、土壌汚染の問題に関連

して、分析事業なども考えられますが、

分析自体は簡単に出来ますが、最後に保

証問題が絡んでくるのでこれがまた非常

に難しい。土地の全部をボウリングして

分析したわけでなく保証出来ないわけで

す。分析してお宅は汚染されていません

と報告した後、売却後再分析したら検出

したということで責任問題を課せられた

ら対応出来ない。果たしてそうした事業

を行ってよいものかどうか、執行部なり

運営委員会で慎重に勉強して結論を出し

ていきたい。公防協組はシアン廃液処理

がメイン事業であり、その他の補助的な

仕事は難しいと思うが、取り敢えず景気

の回復を待つしかないのが現状です。 

木村委員長 今旧事務棟の工事を行って

いますがこれまでの経過を教えて下さい 



 

 

大村理事長 従来の事務棟は雨漏りはひ

どく、壊すか建て直すしかなかったが、

新しい事務棟を建て事務所を移転しまし

た。旧事務棟は景気も悪く資金もないの

で、さら地にして駐車場にしてはどうか

という話もありましたが、将来のことを

考えて建物を建て、家賃収入なり利用出

来るものがあれば何かやろうということ

でスタートしました。当初改築で進めて

いたが、消防署や区からちゃんと確認申

請を取って下さいという指摘もあり改め

て認可を取り、工事しています。 

木村委員長 改築から建替えに変わった

わけですね。 

大村理事長 建物を全部繋げて建てると

消防法の面積が大きくなり、消火栓など

を設置しなければならないので、別個に

建てる形で進めています。 

 

  環境問題 

木村委員長 次に環境問題について伺い

ます。一昨年、ほう素、ふっ素、窒素の

規制問題で、組合執行部の強力な請願運

動により、めっき業に対し暫定基準が設

定されましたが、３年間の暫定というこ

とで、今後の運動はどのような方向にな

りますか。 

大村理事長 この３物質については暫定

基準が設定され、この基準値なら我々も

クリア出来ますが、いまのところ新技術

の開発は一向に進んでいません。３年の

うち既に１年が経過し、３年もすぐに過

ぎてしまうわけで、本則適用と言われて

も対応出来ませんので、また３年間の延

長などを関係方面に働きかけていきたい

と考えています。これに対応するだけの

処理技術、簡易に安く、あまり負担がか

からないで対応出来るまでは何としても

再延長をお願いしていきたいと考えてい

ます。 

 

 

木村委員長 もう１つの大きな問題が東

京都環境確保条例への対応ですが、届出

事項など難しい問題があります。 

大村理事長 一昨年 12月、我々はＰＲＴ

Ｒを勉強し対応を検討している最中に突

如として表れた問題です。東京都が国の

ＰＲＴＲを飛び越えて厳しい条例を作り、

10月１日に施行しました。私はとんでも

ないことだと思うが、ここへきてようや

く都の説明会の日程も決まったようです

が、果たして１回の説明を聞いただけで

みなさん納得できるか、それも我々を指

導する区職員も一緒に受けるもので、区

の人が我々の考えていることを考慮して

くれるかどうか非常に疑問を感じます。

当初は使用量の届出ということで東京都

環境局と話合いをして、当面は取締りや

罰則を行わない。開示もしないというこ

とで細かいことについてはこれからも粘

り強く都環境局と話合いを進めて参りた

いと考えています。 

木村委員長 環境省が土壌汚染の規制を

法制化しようと動いているようですが。 

大村理事長 土壌汚染問題では、まだ国

が法制化しないうちに東京都が先行して

条例化しています。やはり国の法律が出

来て我々が理解してから考えてほしいと

思います。過日、環境省、経産省、全鍍

連で話合い、私も出席しましたが、環境

省も理解ある話をしており、こういう形

で進めてくれれば心配ないなあと思って

います。いずれ細かいデータが公表され、

みなさんにもお知らせがあると思います

が、工場から工場の場合は検査は要らな

いとか、問題になるのは工場から住宅に

なる時検査しなければいけないというこ

とで、住宅や、あるいは不動産業に売買

しないかぎりはそんなに心配はいらない

と思います。東京都の条例については環

境局が窓口になると思うので、その辺の 



 

 

話合いも進めたいと思います。都議会の

先生方にもお力添えをお願いし、我々の

立場を理解して頂けるよう進めていきた

いと思います。 

  土壌汚染問題に関連して、めっき業を

廃業した場合の跡地利用に際し、住民の

抵抗が心配されます。また仮に土壌汚染

を莫大な処理費用を掛けて処理した場合

実質地価ゼロになります。これに対し高

い固定資産税をかけられるのはおかしい。

そうした問題を含めて要望しています。

固定資産は国の管轄であり、環境省にも

要望しましたし、東京都に対しても要望

事項に入っています。また、国や東京都

に安く処理できる技術開発をお願いして

います。処理費用が高過ぎるので現状で

は固定資産がアンバランスになっている。

私の個人的な考えとしては、国の土地を

汚したかもしれないが、これまで国のた

めに頑張ってきて汚したんだから、無利

子のお金を貸してくれるくらいではだめ

で、助成してくれないと直しようがない

と思います。そういうことを含めてこれ

から色々粘り強く話合いを進めていきた

いと思います。この問題で一番怖いのは

開示されることです。ここは汚染されて

いますよと公表され地域住民が騒がれる

と商売が難しくなってしまう。そういう

ことは絶対ないようにお願いしています。 

 また土地の履歴書ではありませんが、

汚染されたのが、大正、昭和の時代は免

責してほしいという要望もありますが、

土地の場合どこまで掘って昭和か、仕切

るのが難しくこれは現実的ではないと思

います。 

                                                                                

事務局運営、減資対策 

木村委員長 最後に事務局の運営につい

て伺います。事務局体制の刷新が図られ、

就業規則も時代にマッチしたものに改正 

 

 

しましたが、その後の経過は如何ですか。 

大村理事長 一昨年、就業規則を改定し

ましたが、退職金については昨年 12月に

職員との話合いも終り、労働基準監督署

にも届出を済ませました。退職金につい

ては理事会で承認されたとおり、ポイン

ト制を実施します。その他の細かい諸規

則等は総財務委員会にかけて、検討をお

願いすることになります。取り敢えず大

きな懸案は昨年末で終了しました。 

木村委員長 不況下で組合員の脱退が続

いていますが、出資金の減資対策も理事

会で承認されましたが、今後の方向につ

いてお願いします。 

大村理事長 理事会で、脱退者出資金の

負担を各支部単位にお願いすることが承

認されています。各支部毎に、１社づつ

分けるのか、城南支部の場合、木村常任

理事と中澤支部長が全部持ってこいとい

うのであれば他の組合員さんに負担をか

けずに済みますが、それは支部の自由で

すから、支部単位で検討をお願いします。

また、その都度出資證券を発行している

と、細かい證券が沢山出来て事務処理も

大変なことになりますから、５年ごとか

理事長任期のいずれかで證券を発行し、

その間預かり証を発行することなどを総

財務委員会で検討頂いています。預かり

証は組合に台帳がありますから間違いあ

りません。３月末までには案をまとめ理

事会に提出して了解を得ることになると

思います。 

木村委員長 長時間にわたりご協力有り

難うございます。今年はいくらかでも景

気が良くなり、組合のみなさんも安心し

て事業が続けられるよう願っています。 

大村理事長 本当に厳しい年となろうか

と思いますが、なお一層組合事業に対し

て組合員みなさまのご支援ご協力を願い

申し上げます。 



－２－ 

 

 

大村理事長日誌 

 

 

12月 
３日(月)正副理事長会 

    深谷隆司前通産大臣セミナー 

４日(火)健保組合打合せ、環境委員会 

６日(木)工組事務局打合せ 

 

 

 

６日(木)総財務委員会 

７日(金)石原都知事昼食会 

    広報委員会 

10日(月)三宅茂樹都議セミナー 

11日(火)健保組合打合せ 

    健保組合運営委員会 

13日(木)健保組合打合せ 

14日(金)全鍍連・経産省・環境省と土壌汚

染問題打合せ 

公防協組運営委員会 

公防協組委託先業者懇談会 

17日(月)健保打合せ、基金打合せ 

    小杉隆前文部大臣セミナー 

    正副理事長会 

18日(火)健保組合理事会 

厚生年金基金理事会 

21日(金)石崎前健保理事長と打合せ 

26日(水)保坂三蔵参議員セミナー 

29日(土)広報新春対談 

～組合・関連団体行事予定～ 

２月２日(土)城南連合支部新年会(熱海) 

２月２日(土)訓練校技能照査実技 

２月４日(月)広報委員会 

２月 4日(月)監事会 

２月５日(火)環境委員会 

２月６日(水)正副理事長会・理事会 

２月 12日(火)訓練校技能照査学科 

３月１日(金)訓練校成績判定会議 

３月５日(火)環境委員会 

            全鍍連環境対策委員会 

３月６日(水)正副理事長会・合同会 

３月７日(木)全鍍連広報委員会 

３月 13日(水)全鍍連技術委員会 

３月 14日(木)全鍍連近代化推進委員会 

３月 15日(金)訓練校修了式 

３月 15 日(金)全鍍連国際委員会 

３月 26 日(火)訓練校素養調査 

４月３日(水)正副理事長会 

            決算理事会 

４月４日(木)広報委員会 

４月５日(金)訓練校入校式 

４月 23 日(火)環境委員会 

            全鍍連総務委員会 

４月 24 日(水)監事会 

５月７日(火)正副理事長会 

            決算理事会 

５月８日(水)決算監事会 

５月 24 日(金)総代会 

５月 29 日(水)全鍍連常任理事会・総会・ 

理事会 



 

 

《組合ホームページをリニューアルいたしました》 
 

一月より組合ホームページが新しくなりました。 

新しいアドレスは http://www.tmk.or.jp  新しいホームページは、次のことが変

わりました。 

トップページに 

１．「今週の言葉」欄ができました。現在のところ毎週、理事長・副理事長に書いていただ

きます。 

2．「組合からのお知らせ」欄ができました。組合から最新のお知らせやニュースをお届け

します。 

３．トップページの左側にメニュー欄を作りました。これでホームページが読みやすくな

りました。 

４．めっき関連のホームページのリンク集を作りました。 

リンクしたホームページは以下の分野です。簡単な解説をつけてありますのでご利用

ください（各種の届出書式がホームページから取れます）。 

今後もホームページのリンクをふやし、この欄を充実させます。 

① 環境、安全関連 

② 鉛フリー関連 

③ 官庁（各種助成制度・振興プラン） 

④ 各地の工業技術センター 

⑤ 電子商取引 

⑥ 表面処理関連 

⑦ 海外の表面処理関連の英文サイト 

⑧ その他のビジネス関連のサイト 

 

５．めっき関連データ集をのせました。膨大なデータ集なので使って便利なページです。

ご利用ください。自慢の出来るページです。 

  さらに、文献集も企画しております。ご希望をお寄せください。 

６．「めっき掲示板」を新設いたしました。 

レスポンス形式（一つの発言について、追記や回答ができる）の掲示板を作りました。

この掲示板は匿名にいたしました。自由な発言を求めます。 

「めっき掲示板」を作った目的は、経営から技術までの質問や、日ごろ感じているこ

となどを自由に書いていただき、大げさですが、めっきに携わる人たちのよりどころ

にしたいと考えるからです。アクセス数が増えた場合は、テーマ別のフォーラム形式

も考えております。 

７．組合事務局の担当者アドレスを載せました。連絡が便利になります。 

以上、簡単ですが当組合ホームページの紹介をいたしました。 

 

皆様から当ホームページへの積極的なご提案、ご意見をお待ちしております。 

http://www.tmk.or.jp/


 

めっき技能検定受検のご案内 
東京都鍍金工業組合 

平成１４年度の技能検定（前期）めっき１級・２級が下記のとおり実施されます。受検

希望の方は受検申請書等を送付しますので下記によりお申込下さい。 

特級技能検定は平成１５年２月頃に実施されますので、ご希望の方は今回の受検希望に

合わせてお知らせいただければ、平成１４年 9月頃に受検申請書をお送りいたします。 

 

 技能検定とは、職業能力開発促進法に基づき、生涯をとおしてそれぞれの段階で、受

検者の皆さんがもっている技能の程度を一定の基準によって検定することにより、皆さ

んの技能が一層みがかれ、又皆さんの社会的・経済的地位の向上を図ることを目的とし

た国家検定制度です。 

 この技能検定は、特級・１級・２級に区分し、それぞれ学科試験と実技試験とによっ

て実施します。技能検定に合格した者には、特級・１級は労働大臣名の、２級は東京都

知事名の合格証書と技能士章が交付され、職業能力開発促進法に基づいて「技能士」と

称することができます。 

記 

１．試験要領 

 実技試験 期日： 平成１４年 7月下旬 

        （課題説明会 平成 1４年 7月上旬） 

        会場：めっきセンター（文京区湯島１－１１－１０） 

        概要：１級 次に掲げる作業試験を行う。（試験時間：３時間） 

               (1) 掲示されたサンプルにより研磨工程の判定を行う。 

               (2) 鋼板にニッケル・クロムめっきをする。 

               (3) 鋼板に亜鉛めっき・クロメート処理を行う。 

               (4) 不調めっき液を分析調節し、ハルセルテストを行う。 

          ２級 次に掲げる作業試験を行う。（試験時間：１時間５５分） 

               (1) 鋼板にニッケル・クロムめっきをする。 

               (2) 鋼板に亜鉛めっき・クロメート処理を行う。 

               (3) 酸及びアルカリの中和滴定を行う。 

               ※ 試験内容・時間については変更もあります。 

学科試験   期日：平成１４年 9月上旬の日曜日 午前９：３０頃から 

             会場：未定 

２．受検手数料 実技試験 15,700円（予定）    学科試験 3,100円（予定） 

３．協力金   実技受検者は手数料の他に次の協力金を徴収致します。 

        東京都鍍金工業組合員事業所：6,000円  その他：12,000円 

４．受検資格  試験の免除（めっき学校修了生の方、2級学科試験免除） 

受検案内をご参照下さい。 

５．受検受付  受検申請書，受検手数料，資格免除の証明書等をご提出下さい。 



 

 

＊東京都職業能力開発協会は平成１４年４月上旬 

＊東京都鍍金工業組合では３月下旬まで受け付けます。 

＊特級技能検定試験申込の方も合わせてお申し込みください。（平成

14年 9月まで随時受付中） 

６．申込方法  受検ご希望の方には、受検案内，受検申請書を送付しますので、組合 

務局までお申込下さい。ご不明の点があればお電話下さい。 

 東京都鍍金工業組合  事務局 総務課 電 話    ：０３（３８１４）５６２１ 

                                   Ｆ Ａ Ｘ    ：０３（３８１６）６１６６                         

 

 

中国・深圳・東莞視察団・参加者募集 
 

 東京都鍍金工業組合では、来る３月 21日(木)～24日(日)の４日間の日程で、深圳(ｼﾝ

ｾﾝ)・東莞(ﾄﾝｶﾞﾝ)を中心とした中国めっき事情の視察旅行を実施します。 

 同視察では、最近著しい発展を見せている中国・深圳・東莞地区の表面処理産業の実

情と市場動向を視察する目的で実施するもので、ただいま東京都鍍金工業組合ではその

参加者を募集しています。本視察の趣旨にご賛同の方の積極的な参加をお待ちしていま

す。 

                                      記 

１．視察日程  平成 14年３月 21日(木)～24日(日) ４日間 

２．視察経路  １日目(3/21) 東京(成田)発→香港着→深圳着 

              ２日目(3/22)  深圳市及び東莞市内工場見学、その他 

              ３日目(3/23)  深圳市内見学、香港着 

              ４日目(3/24)  香港市内見学、香港発→東京(成田)着 

３．視察経費  総経費 約 190,000円 

              なお、視察先、利用ホテルは、現在確定していませんので、視察費用の              

若干の改定があります。 

４．募集人員 参加者 20名予定(募集中) 

５．参加申込方法 

 所定の申込み用紙に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸで東京都鍍金工業              

組合事務局まで、申し込んでください。 

６．申込期限 平成 14年１月 31日(木)まで 

        参加申込みをされた方々には追って詳しい視察内容をお知らせいたしま

す。 

７．お問合せ 東京都鍍金工業組合事務局 

              電 話０３(３８１４)５６２１ 

              ＦＡＸ０３(３８１６)６１６６ 



 

東鍍工組高等職訓校第 33期訓練生募集 
 

本校の特色 

１．職業能力開発促進法にもとづく、「めっき技術」の全国唯一の認定職業訓練校で、専門

教育機関として、永い歴史があります。 

２．現場にすぐ役立つ教育をモットーとし、業界に必要とされる資格取得への道が開かれ

ています。 

３．現場の知識・経験の豊富なすぐれた講師陣を配備し基礎から応用にいたるまで、親切

丁寧にわかりやすく教育します。 

４．基礎から専攻へと、先約された時間内に最大限の「実技訓練」を取入れています。 

５．授業にビデオ・スライド・ＯＨＰ等の視聴覚教育機器を活用して教育効果の向上につ

とめています。 

６．教科書のほかに豊富な資料を用いて効果的な教育を行っています。 

修了生には、多くの特典があります。 

(１)技能照査(学科、実技試験)の合格者に対して東京都知事により合格証並びに技能士補

の称号が授与されます。 

(２)この合格書は国家検定である技能検定２級の学科試験の免除が受けられます。 

(３)東京都 1.種公害防止管理者の資格が得られます。 

(４)特定化学物質等作業主任者及び有機溶剤作業主任者の資格が得られます。 

(５)粉じん作業の特別教育修了証(受講者)が交付されます。 

(６)職業訓練指導員(めっき科)免許取得講習受講資格の実務経験年数が 15 年から７年に

短縮されます。 

募集概要                

募集科目 金属表面処理系めっき科 

募集人員 40名(先着順による) 

訓練期間 １年間(毎年４月～３月) 

訓練日時 毎週 火、金曜日(午後２時～７時 30分 

但し実技は８時 20分､特別科目は９時迄 

入校資格 高卒以上または同程度の学力のある方 

費  用 年額 346,100円 

 費用納入は入校時、６月末，９月末、12 

月末の４回に分納します。 

募集期間 毎年１月～３月 

そ の 他 訓練校の主旨に賛同いただけた方であれ 

      ば資格は問いません。 

      申込順に授業に支障をきたさない範囲で 

許可します。 

聴講生制度があります。聴講料は有料。 

国内留学制度 

東京都以外の道府県に所在するめ

っき事業所に勤めていて通学が困

難な方やめっき会社に勤めていな

いが、めっき技術を学びたい方のた

めに、当訓練校で修学する便宜(東京

の組合員事業所に勤務など)をはか

る制度です。 

無料一日体験入学 

入校を検討中だが、カリキュラムの

内容や校内の雰囲気を知りたいと

希望される方のための体験入学制

度です。学科カリキュラムの説明を

受けたり、授業参観で、１年間の勉

強内容が良くわかります。個別のご

相談もお受けします。 



２月 高等職業訓練校授業案内 

授業日(火・金)  授業時間(Ａ:14:00～16:40  Ｂ:16:50～19:30  Ｃ:16:50～20:20) 

日 曜 時 科  目 内      容(予  定) 

 

１ 

 

金 

Ａ 

 

原価管理② 

(生産工学概論) 

加工高工場対策、標準原価算定法、加工原価、価値分析等。 

平和工業㈱ 内藤雅文 

Ｂ 

 

生産管理 

(生産工学概論) 

ニッケルめっきのめっき時間と膜厚。技能照査実技試験の実施 

方法と補足説明。   東京都鍍金工業組合環研 長嶋政人 

２ 

 

土 １

日 

技能照査実技試験 【技能照査の実技試験実施】 

東京都鍍金工業組合教育委員会、環研他 

 

５ 

 

 

火 

 

Ａ 皮膜試験① 

(めっき法) 

試験の概要、皮膜の概観、耐食性、厚さ、密着性当。 

東京都立産業技術研究所 水元 和成 

Ｂ 皮膜試験② 

(めっき法) 

耐久試験及び密着性私権の種類,、特長、方法、選択、耐磨耗性 

試験等。       東京都立産業技術研究所 水元 和成 

 

８ 

 

金 

Ａ 機器分析① 

(排水分析) 

排水分析に関する機器分析その１．技能照査学科説明。 

【定期試験④】        高等職業訓練校 神戸 徳蔵 

Ｃ 実技(応用１) 

 

各班によるテストピースの作製。 

東京都立産業技術研究所 土井 正、環研 

 

12 

 

 

火 

Ａ 機器分析② 

(排水分析) 

排水分析に関する機器分析その２． 

【技能照査学科試験】    高等職業訓練校 神戸 徳蔵 

Ｃ 実技(応用２) 

 

各班によるテストピースの作製。 

東京都立産業技術研究所 水元 和成 環研 

 

15 

 

 

金 

Ａ 廃液処理 

(廃水処理) 

熱加水分解法による濃厚シアン廃液処理方法。 

㈲アクアテック 大西彬總 

Ｃ 実技(応用３) 

 

各班によるテストピースの作製。 

東京都立産業技術研究所 土井 正、環研 

 

19 

 

 

火 

Ａ ３価のクロムめっき 

(特別講演) 

３価のクロムめっき浴からのクロムの析出とめっき皮膜の特

性             明盛鍍金工業㈱ 高倉 利守 

Ｃ 実技(基本１) 

 

各班毎に各種の試験及び測定。 

東京都立産業技術研究所 水元 和成 環研 

 

22 

 

金 

Ａ めっきの原価管理 

(特別講演) 

パソコンを利用しためっきの原価計算方法 

㈱東電工舎 山田英佐夫 

Ｃ 実技(基本２) 

 

めっき厚さ(顕微鏡)、熱衝撃試験等。 

東京都立産業技術研究所 水元 和成 環研 

 

26 

 

 

 

火 

Ａ 

 

めっきの不良対策 

(特別講演) 

各種めっき液の不良対策の方法について 

高等職業訓練校 神戸徳蔵 

Ｃ 実技(基本３) 耐磨耗性試験、塩水噴霧試験など。 

東京都立産業技術研究所 古沢寛子、環研 

 



 

 

■亜鉛部会 

 

研修会、懇親会 

 

 東京都鍍金工業組合亜鉛めっき部会は

去る平成 13年 11月 17日(土)から 18日

(日)にかけ、石和温泉ホテル千石におい

て、参加者 16名にて研修会及び懇親会を

行った。 

 当初工場見学を予定しており、数社に

見学を打診したが、時節柄土曜日に稼動

していて、かつ、見学ができる工場を探

す事ができなかった。そのため今回は研

修会を行うこととし、テーマを以下のよ

うに決定した。 

１．国内製造業の空洞化 

２．ノンクロム対策の現状 

 これらのテーマについて、輸講形式で

持ち寄った資料をもとに意見、及び情報

の交換が行われた。 

 国内製造業の空洞化についてはやはり

国内企業の海外進出、特に中国進出の影

響を各事業所がかなり大きく受けており、

その現状またそれにどう対応していくか、

等が話題となつた。 

 ノンクロム対策については亜鉛部会主

催にて、平成 13年 10月 10日に行われた

「ノンクロム対策の現状と今後の動向に

ついて その２」と題する講演会につい

てその内容と各事業所の顧客の現状につ

いての、情報交換という形で行われた。 

 議演会の様子ではもうすぐにでも、国

内メーカー数社は六価クロムを使用しな

い亜鉛めっきのクロメート処理を実現し

ようとする動きであつたが、当日見たサ 

 

 

 

 

 

 

 

ンプルの外観で顧客が果たして納得する

のであろうか。またやや上昇するであろ

うコストに関してどのように対処してい

くのか、等が話題にのぼり活発な意見交

換が行われた。 

 その後場所を宴会場に移し、野上栄一

会長、大村功作理事長から一言挨拶をい

ただいたあと、太田夛一氏の乾杯発声の

あと懇親会が盛大かつ賑やかに行われた。                                       

（文・写真 中村昭人(株)渡辺鍍金工場) 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         



 

 

■十日会 

 

忘年会 

 

 十日会(仲俣雅行会長)は 12 月 19 日

(水)午後７時より湯島の東京ガーデンパ

レス内つきじ植むら「梅里」で会員 38

名が出席して忘年会を開催した。 

 菊地利博副会長の司会により仲俣会長

は「みなさんのご協力をもって今年１年

十日会活動も無事終了することができた

ことをお礼申し上げる。昨年のこの席で、

大変厳しい状況だが、これが普通の状態

なんだという認識をもたないと難しいと

いう話をしたが、今に入りその普通以下

の状況が続いており、この先 10年製造業

はどうなるのか、10％くらいになるとい

う話もある中、来年以降我々が生き残っ

ていくにはもう一歩踏み込んでいく必要

があり、あるいは新しい道を進むにして

も正確な判断力が必要になってくる。本

日ご参会のみなさんには来年以降も頑張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

って生き残っていただきたい。明るい話

題を１つ、先月役員の太田幸一氏が八幡

先輩の仲人のもと立派な華燭の典を挙げ

られ、心よりお祝い申し上げる。本日は

名誉会員の村槙先生、新入会員の大啓さ

んがみえており、後程ご挨拶を頂きたい」

と開会の挨拶をした。 

 日本鍍金協会・石川雅一会長は「今年

１年大変厳しかったが、大手のお客さん

も、どうしてよいかわからないという状

況で、来年からとんでもなく悪くなると

いわれており、我々も褌を締め直して頑

張っていきたい。今日は今年の嫌なこと

を忘れて忘年会本来の形で楽しんで頂き

たい」と述べて、乾杯の音頭をとった。 

 和やかな歓談が進む中、村槙先生が、

世界の動きとしてアメリカ型のマネージ

メントが世界に広がりつつあるなどの世

界情勢を含めた挨拶があり、新入会員の

大啓・南社長から自己紹介が行われた。

また、歴代会長のスピーチがあり、山田

英佐夫元会長の中締めにより終了した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 



 

 
プラとの摩擦軽減処理法開発 

     （13．12．21 日刊工業新聞) 

 千代田第一工業(東京都狛江市 鈴木

達雄社長)は、プラスチックと金属の接触

部の摩擦を軽減させる金属の表面処理工

法を開発した。大手製缶メーカーＰＥＴ

ボトルの生産ラインに納入した。ＰＥＴ

ボトル生産ラインの成形排出工程のガイ

ド部分に表面処理した金属使用、成形し

たボトルがラインに滞留する問題を解決

した。同社ではビデオフィルムなど他の

プラスチックの生産ラインにも対応でき

ると見ており、今後メーカーに積極的に

働きかけていく。 

  同表面処理法は、金属の表面を炭化ク

ロムで泡状に 20 ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙの厚さでめっ

き加工する処理法。金属表面に凹凸形状

を作り接触面積を最小限に抑えられるた

め、滑りが良くなる。高密度ではく離し

にくい表面構造で耐摩耗性が高い。 

 ＰＥＴボトルの成形排出工程では鏡面

加工した金属をガイド部分に使用してい

たが、接触部分が大きいため、ガイドと

ＰＥＴボトル間の摩擦が増し頻繁に滞留

を起こしてしまうのが問題だった。テフ

ロンテープを貼ってスムーズに流す方法

もあるが、摩耗が激しいため長期間使用

できなかった。また取り換える手間とコ

スト負担が大きかった。 

 

円高にらみ国内生き残り模索 

  (14．１．４ 日刊工業新聞) 

 「自動車工場が日本から逃げ出す？」。

日米貿易摩擦の過熱から米国で始まった 

 

 

生産拠点の進出が、アジア、西欧、東欧

と徐々に輪を広げでいる。とりわけ中国

は 2001 年末の世界貿易機関(ＷＴＯ)加

盟で、「世界の工場」としての役割を果た

しそうだ。しかし雇用吸収力が高い自動

車産業が国内から消えるようなことがあ

れば、失業率は急上昇してしまう。その

一方で、「競争に生き残れない企業、産地

は消えるのみ」というのも冷徹な事実。

国内自動車メーカーも海外に負けない生

産体制づくりに乗り出している。 

 「国内車メ一カーは雇用を安定的に考

えている」と、奥田碩日本自動車工業会

（自工会)会長は言う。「トヨタ自動車で

は最低 300万台は日本で作れ、プラスア

ルファは海外で生産しろということにな

っている」とも。トヨタの場合、ハイブ

リッド車など構造が複雑で、高い品質を

要求される製品は国内生産が主力となる。

人件費など海外に比べて割高なコストを

吸収できる高付加価値商品で国内生き残

りをかける。２輪車を生産するホンダ、

ヤマハ発動機、スズキなども同じ戦略だ。 

 自動車の海外生産が増加の一途を辿り、

一方で国内生産の縮小が続いている。国

内の空洞化は雇用に影を落とし、輪出の

減少は貿易立国・日本の根幹を揺るがし

かねない。しかし自動車メーカーにとっ

ては業績を大きく左右する為替リスクの

低減や、経済のグローバル化に対応した

『現地企業化』に向けた当然の選択。「海

外生産を拡大しても子会社からの配当や

ロイヤルティーで日本に富はもたらされ

る」(吉野浩行ホンダ社長)といった意見

も出ている。日本の自動車産業はどんな

末来像を想定しているのだろうか。 

  2001 年に新たに稼働した海外工場は、

トヨタ自動車のフランスエ場（年間生産

能力 15万台）、ホンダの英国第２工場（同 



 

 

10万台）と米アラバマ工場（同 15万台）

のほか、日産自動車も米スマーナ工場の

能力増強に着手し、将来的に 12万台増の

年 50万台を計画し 

ている。今後も中国を中心とした能力増

強が続き、トヨタは 02年に天津工場（同

３万台）を稼働、ホンダは 03年度に中国

工場の能力を年５万台から 12 万台に引

き上げるほか、マレーシアとインドネシ

アで年２万台の新工場を稼働する計画だ。 

 一方で国内の生産拠点は日産が昨年３

月で村山など３工場を閉鎖、3 割減の年

165 万台体制としたほか、９月には三菱

自動車工業が大江工場（同 22万台）を閉

鎖、マツダも宇品第 2 工場(同 26 万台)

の停止を進めている。『勝ち組』でもトヨ

タがバブル期の年 400万台から 300万‐

350 万台体制にスリム化、ホンダも「フ

ィット」の好調で生産能力が逼迫するな

かでも年 120万台体制を堅持する方針を

崩さない。 

 海外シフトで先行するホンダと日産は

すでに内外の生産比率が均等で、ホンダ

は 03 年度に海外生産比率が６割まで高

まる。最も遅れていたマツダも 03年の次

期「デミオ」を皮切りにフォードの欧州

工場を利用、将来的に年 10万台を生産委

託する計画で「欧州販売分の３分の１が

現地生産になる」（マ－ク・フィールズ社

長）という。現在、日本の自動車生産は

年1000万台規模で400万台を輸出してい

るが、このまま進めば「国内生産 600万

台時代」を迎える可能性を否定できない。 

 

  空洞化阻止へ正念場 

   （14．１．８ 日刊工業新聞） 

 低迷著しい日本経済。2002年も厳しい

状況がしばらく続きそうだが、怖いのは

その間にじわじわと進む産業の空洞化だ。 

 

 

その対応策として、電力・物流費など高

コスト構造の是正や生産現場でのコスト

削減努力が緊急の課題となっている。た

だ、それと同時に大事なのは、産業の高

度化と新しいサービス産業の創出など雇

用吸収のための仕組みをどうやって作り

出していくかということ。構造改革の「痛

み」に耐えるばかりでは展望は生まれな

い。自律的な産業再生に向け、正念場の

年を迎えている。 

 「中国と同じ土俵で戦おうと思っても

どだい無理な話。日本企業はコストの部

分ばかり見て、委縮しすぎなのではない

か」ー。経済産業省の幹部は後ろ向きの

リストラに追われ、「中国脅威論」の前に

弱気になっている日本企業の姿勢を嘆く。

昨年末、世界貿易機関（ＷＴＯ）に加盟

した中国が、安い労働力と高い技術力を

背景に、「世界の工場」の地位を一層強固

なものにしていくのは間違いない。問題

は日本企業、中国企業の協調・すみ分け

の仕方だろう。 

 経営者にとって激烈なコスト競争に打

ち勝つためには、「ユニクロ」に象徴され

るように、コストの安い国や地域でモノ

を作ることは、合理的なやり方。世界市

場をにらんで、部品や製品製造の拠点地

域として活用していくのは企業として当

然の成り行きといえる。コストで勝負で

きないものは海外拠点をうまく活用する

として、国内で帳じりが合う分野の加

工・組み立て部門は、これまで以上の合

理化が不可欠。製造現場の作業者１人ひ

とりが一か所でさまざまな作業をこなす

「セル型生産システム」の活用や、ＩＴ

を駆使した設計・調達面での一層の改善

などがカギとなる。 



城北支部 

＜支部シリーズ＞ 

城北支部の巻 

－日暮里繊維街はしっかり生き抜いている－ 
 

 情報革命だ、流通革命だ、はては構造改革だとか、やけに革命、改革が連呼される時

代です。その陰で激しい淘汰が行われています。卸問屋も、そんな淘汰の波に洗われて

います。しかし、荒川区にある日暮里繊維卸問屋街はしっかり生き抜いていました。そ

れも、以前にも増して活気があふれていました。 

 もともと、浅草周辺で古布などを扱っていた業者が、行政指導で日暮里に集団移転し

たのが始まりだそうです。当時はもちろん卸専門でしたが、約２０年前に文化服装学院

の先生から、生地を生徒に小売りしてほしいと頼まれてから、はかり売りするようにな

ったのが始まりです。次第に日暮里の生地問屋は小売りも OKとクチコミが広がって、今

の小売り主体の興隆の下地ができました。しかし地元荒川では、まだまだハギレ問屋と

いうイメージがありました。 

 平成バブルの崩壊後は、激安ブームにのって主に服飾に関心のある学生、主婦の方に

益々人気を博して来ました。そして、服飾関係の学校とタイアップしたファッションシ

ョーや、世界的に有名なパリコレクション(パリコレ)をもじったニポコレデザインコン

テストを東京日暮里繊維卸共同組合が主催して現在に至っています。そのかいあって、

原宿で成功したデザイナー、渋谷系の有名店などが、地域にあった激安既製服店を相次

いで、ここ

日暮里繊維

問屋街に出

店してきま

した。また、

そんな激安

な小売り繊

維街といっ

た良いイメ

ージを、繊

維組合宣伝

部がテレビ、

ラジオ、イ

ンターネッ

ト、さらに

クチコミな

ど様々な形

で紹介して

います。           ---99円、199円の名札もあります--- 



城北支部 

 

 ニポカジスタイリスト、ヘイワ堂、ギャル、ア

ーバン OUTLET、ひまわり等々の激安既製服店は、

ただ安いだけではなく、ファッションもちゃんと

最先端をいっているのが自慢です。そして裁縫と

は無縁のギャル達まで、ここ日暮里に吸引してい

ます。 

 

-テレビなどに良く登場するニポカジ- 

 

 いっぽう、従来からの生地問屋さんも

負けてはいません。オシャレ好きの若者

の間では、自分で既製服にひと手間加え

るリメイクがはやっていますが、そうし

たファッションに敏感な人達の必要とす

る生地、リボン、レース、毛皮、ボタン、

糸などの材料も豊富にそして格安で小売

りしています。 

 

---生地屋さんも、もちろん激安です--- 

 
---アクセサリーもリメイクに使います---   ---皮などの素材も、ここ日暮里で揃います--- 

 

 更に若い服飾デザイナーが、日暮里に集まってきています。彼らは生地、ボタンなど

が安く簡単に手に入るこの繊維街を、次代の"原宿、代官山"と捉えているようです。マ

スコミによく取り上げられるニポカジスタイリストの経営者は、原宿竹下通りをかつて

の骨董屋街から最先端ファッションタウンに変貌させた経営コンサルタントとして知ら

れていますが、曰く「日暮里は原宿を超えるファッションタウンになる」と日々檄をと

ばしています。 

 ためしに日曜日に立ち寄ってみました。生地問屋さんは、さすがに休日のためシャッ

ターが降りていましたが、問屋街に点在する激安既製服店だけは、人ごみで中に入るの 



城北支部 

 

もためらうほどでした。また、趣味の良さそうなアクセサリー店でも、お客さんが熱心

に品定めしていました。そして、中高生、子供の手を引いた奥さん、そして少々年輪を

重ねたご婦人まで、まんべんのない客層がとても新鮮でした。若者の原宿と、おばあち

ゃんの巣鴨を足し合わせた感じです。 

 お台場で人気のゆりかもめと同じ無人

モノレールの走る日暮里舎人線の開業は、

昨今の経済情勢から 2008 年まで延期に

なりました。しかし、そんな雰囲気を感

じさせない熱気が、ここ日暮里にはあり

ました。 

 

 東京日暮里繊維卸共同組合の年譜をみ

ると、創立、青年部設立、運動会など、

東京都鍍金工業組合の戦後の年譜と不思

議なほど重なっているのに気づかされま 

---ずばりデザイナー様用マンションの看板まで--- 

 

す。ただし宣伝部の存在が、

小売り主体に転換した繊維

組合には、際立っているよ

うに見えました。 

 この記事のほとんどは、

インターネットの情報を参

考にしました。日暮里繊維

街をキーワード検索すると、

新聞社などのマスメディア

のサイトもたくさんヒット

しますが、それ以上に個人

の開いている日記風ホーム

ページや掲示板での紹介、

クチコミ情報が参考になり  ---日暮里舎人線の工事もいよいよ明治通りまで来ました--- 

ます。そして、個人だからこそ飾りのないほんとうの情報が、入っているように感じま

した。こういった素早いクチコミ情報も、インターネットの特徴だと感じ入る今日この

頃です。 

    (文 今村和則) 



 

 

 
■足立支部 

 

環境管理強化月間講習会 

 

足立支部（小澤栄男支部長）は、11月

28 日、中曽根会館において、支部員 34

社の出席のもと、東京都下水道局北部第

二管理事務所業務課長堅多敦子氏、業務

課水質規制係長辻登美次氏を迎え、環境

管理強化月間に伴う講習会として午後６

時 30分より行われた。 

 冒頭、小沢支部長が、「公害防止月間と

いうことで、このような講習会を開催す

ることとなった。多数の支部員の参加が

得られて、まことにうれしく思う」と挨

拶した。講習会は、まず堅多氏から、一

般家庭から油を流さないでほしいと要望

があり、続いて辻氏より本題の講習とな

った。 

 はじめに、平成 12年度の違反状況の報

告があり、規制値の関係上鉛の違反が多

いという指摘を受けた。次に、違反原因

の分類として、うっかりミスの防止、ま

た、違反をゼロにして欲しいとの要望が

あった。その他、クロロホルム等、６項

目の新規規制対象物質については、調査

対象事業所を選定し、その排出濃度によ

って規制値を決定するということであっ

た。最後に小澤支部長が、「規制の緩い暫

定基準値をそのまま規制値にしていただ 

 

 

 

くよう、組合本部で働いて、条例が決定

する前に交渉している」とのことで、閉

会となった。 

 

■足立支部 

 

顧問相談役会 

 

 

足立支部（小澤栄男支部長）は、12月

18 日、西新井大師門前武蔵屋において、

午後６時より顧問相談役会を開催した。 

 はじめに、新年会の打ち合わせをし、そ

の後顧問相談役会に移った。最初に、小

沢支部長が、「この景気の悪い中、我々の

業界に追い打ちをかけるような厳しい規

制値が施行されようとしているが、鍍金

組合としても組合員の負担が少しでも軽

くなるように各関係機関に働きかけてい

る。そのためには、皆さんの協力が必要

だ」と述べた。続いて、瀬田新二顧問、 



 

 

野澤宗一顧問より挨拶があったが、二人

とも現在の景気の悪さおよび今後の動向

に対しての懸念をいだいていた。その後、

永田吉輝前支部長が乾杯の音頭をとり、

宴が始まった。最後に、小島一浩鍍友会

会長が締めの挨拶として、「来年の新年会

も皆様元気に会えますよう」と、三本締

めにて閉会した。 

 

■足立鍍友会 

 

忘年会 

 

足立支部（小澤栄男支部長）の青年部

組織である足立鍍友会（小島一浩会長）

の忘年会が、12月５日、銀座アスター千

住賓館にて、午後７時より総勢 17名の参 

 

 

 

加の下行われた。 

冒頭、小島会長が、「得意先の忘年会な

どでは、厳しい話ばかりであるが、今日

は、気のあった仲間同士で日頃の憂さを

忘れていただきたい」と挨拶し、続いて、

小澤支部長が、「環境問題で排水の規制値

が厳しくなっているが、鍍金組合として、

出来るだけ規制値を緩和していただくよ

う努力している」との挨拶があった。そ

の後、石川和男副支部長の乾杯の音頭で

宴会が始まった。楽しい時間はとても短

く感じられ、あっという間に時間となっ

てしまった。締めの前に、鍍友会ＯＢの

長谷川一郎氏より、「久しぶりにあった皆

さんがとても元気なので安心した」と述

べ、最後に鍍友会ＯＢの菊池浩司氏が、

「健康に気をつけてがんばろう」との言

葉で閉会した。 

 

■中央支部 

 

歴代支部長会 

 

 去る 12月 30日恒例の歴代支

部長会を例年の通り開催した。 

参加者は小林徳雄氏、東松国雄

氏、内山弘一氏、小平雅俊氏、

下平誠現支部長の５名。 

例年通り午後６時に浅草雷門前

に集合、浅草寺を参拝し、仲見

世通りの裏にあるレストラン・

ボンソアールで懇親会を開き、

下平支部長より、支部の経過報

告と来年の抱負を語り、顧問方

より支部の運営について指摘、

話も弾み時間が過ぎ、９時近く

に来年こそ良い年でありますよ

うにと願い散会した。 

 



                        成13年10月施設利用者数75事業所 

                        直通電話 ０３－３７４３－２２５６ 
                        ＦＡＸ  ０３－３７４３－２２５７ 

☆ 「環境容量」 

産業活動にしても、日常生活にしても、人間活動は無限に拡大できるものではなく、環境保全という観点か

ら一定の限界がある。環境容量とは、このような限界を表すもので、環境が受け入れることのできる人間活動

又は汚染物質の量とも言える。環境容量の考え方には、次の２つがある。 

①.環境容量を自然の浄化能力からとらえる考え方。環境中に排出される汚染物質は、人間が何も手を加え

なくても、大気や水の拡散能力、水中のバクテリアの分解能力、緑の持つ大気浄化能力などいわゆる自然の力

で、ある程度浄化されるものであり、このような自然の浄化能力の限界量を環境容量とする。 

②.環境容量を汚染の許容限度からとらえる考え方。汚染物質の環境中への排出量が環境基準に照らして算

出される環境中に排出できる汚染物質の量を環境容量とする。 

 産業廃棄物のご用命は、協組事務局へ ℡ ０３－３７４３－２２５６ 

 

                                            １１月２，１７５成分を分析    

                                           直通電話 ３８１５－４０５５  

      Ｆ Ａ Ｘ ３８１６－６１６６   

 

環境科学研究所は、11月中に２，１７５成分の分析を行いました。 

排水問題、作業環境測定等に関して、お困りのことはお気軽にご相談ください。 

“排水分析はあなたの工場の健康診断です” 

１．スラッジ分析数 

２．その他排水分析 

 

３．クロム酸ミスト測定事業所数  48 

４．シアン化水素測定事業所数  30 

５．有機溶剤測定事業所数   37 

６．粉じん測定事業所数  11 

７．その他     1 

 

８．分析数 

  シアン クロム 重金属 合  計 

城東支部 15( 3) 20( 5) 25(  3) 60( 11) 

城西支部 32( 5) 29( 8) 75( 16) 136( 29) 

城南支部 17(  5) 21( 5) 55( 16) 93( 26) 

品川支部 27(  2) 29( 1)   68(  2) 124( 5) 

大田支部 45(  6) 40( 5)   85( 16) 170( 27) 

城北支部 18(  3) 27( 3) 53( 10)  98( 16) 

中央支部 16(  0) 5( 0) 36(  0) 57(  0) 

足立支部 20(  0) 28( 0) 39(  0) 87(  0) 

葛飾支部 43(  3) 37( 2) 81(  4) 161(  9) 

向島支部 35(  2) 22( 2) 64(  4) 121(  8) 

本所支部 5(  2) 10( 2) 27( 12) 42( 16) 

西部支部 20(  4) 21( 3) 58( 16) 99( 23) 

賛助会員 2(  0) 6( 2)   24( 16) 32( 18) 

ｱｳﾄｻｲﾀﾞｰ 3(  3)  4( 3) 32( 27) 39( 33) 

合  計 298(38) 299(41) 722(142) 1319(221) 

 

シアン クロム カドミ 鉛 水銀 

9 10 8 9 1 

ヒ素 その他 前処理   合計 

0 9 10   56 

SS COD ヘキサン 全窒素 

4 3 4 10 

全りん 有機溶剤 その他 合計 

7 25 59 112 

環研ニュース 

協組ニュース 



 

東京都産業労働局産業政策部「環境変化の影響調査」結果(抜粋) 

 経営に及ぼす具体的影響は、全体では『受注・販売量減』が63.4％で圧倒的に高く、次いで

『販売単価減』の46.3％、『客数減』の34.4％となっており、この３項目が特に高い。『資金調

達難」は４位であるが、比率では16.6％と大きく減少する。 

 業種別にみると、製造業では「受注・販売量減」が最も高く、次いで「販売単価減』である。

３位は「短納期化』の20.9％であり、『客数減』の18.5％を上回っている。卸売業では、「受注・

販売量減」が最も高く、以下「販売単価減」「客数減｣ となっており、全体と同じ傾向である。

小売業では、業種の性格から「客数減」が最も高く、次いで『販売単価減」「受注・販売量減」

の順となっている。サービス業では『受注・販売量減』が最も高いものの46.4％であり、他の

業種に比べて低い。「販売単価減」と『客数減』は同率で２位である。具体的対策としては、全

体では「諸経費節減」が66.9％と７割近くを占め最も高い。次いで、「販売促進の強化」の38.2％、

「給与の削減」の30.9％、「従業員・パートを減少」の22.9％の順となっている。この傾向は、

業種別にほとんど違いがみられない。つまり、業種別に環境変化の影響は異なっているものの、

ほぼ同様な対策で対応していることがうかがえる。しかし、規模別には対策は異なっている。

「販売促進の強化」や「従業員・パートを減少」は規模が大きくなるほど実施する割合は高く

なる。また、同じ人件費対策でも、「従業員・パートを減少」させる余地の少ない小規模では「給

与の削減」が31.3％であるのに対して、「従業員・パートを減少」は16.2％であり、「給与の削

減」の方が倍近くなっている。 

 将来最も悪い影響が懸念される環境変化は、全体では「取引先等の倒産」(20.2％)、「安価輸

入品の増加」(19.8％)、『大企業の事業再構築』（14.4％）、「米国テロ・空爆関連」（12.3％）な

どが上位を占めている。現在最も悪い影響を受けている項目と比較すると「安価輸入品の増加」

『大企業の事業再構築』『米国テロ・空爆関連』は大きな変化はないものの、「取引先等の倒産」

は現在の13.5％の３位から20.2％の１位へと大幅に増えており、都内中小企業は今後取引先等

の倒産が増大することを懸念しているといえる。また、「不良債権処理」も現在の 6.3％から

9.3％ヘと増加している。一方「狂牛病関連」は7.0％から3.7％ヘと減少している。 

 

編集後記 

  新聞の年末恒例の１年を振り返ってを

見ると、倒産の嵐、国内初の狂牛病、デ

フレ経済、同時テロ余波、波乱の株式市

場、小泉内閣発足、イチロー旋風などが

上がっていたが、どちらかといえば暗い

ニュースが多かったようである。 

  製造業にとっては産業の空洞化や不況

の深刻化などが一番の問題である。中国

の人件費は日本の 20 分の１で競争して

もかなわないといわれるが、報道された

日中比較をみると人件費ばかりでなく、

地価、電気、水道、法人税率などあらゆ

る面で日本が不利な状況になっている。

こうした状況を改善して行くのは容易で

ないことがわかる。 
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